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四つの福音書に共通する奇跡：五千人に食べ物を与える奇跡  
福音書はマタイ、マルコ、ルカ、ヨハネの四つがありますが、主イエスの十字架と復活を除く奇跡の中で、
この四つの福音書すべてに記載されている奇跡は一つだけです。それは、「五千人に食べ物を与える奇跡」
です。この奇跡は、イエスと弟子たちが福音の宣教を始め、町々でその働きが進むにつれて多くの群衆が集
まってきたときに起こりました。群衆は荒野と呼ばれる寂しい場所にいて、夕方になると食べ物が必要にな
りました。しかし、手元には子供が持っていた大麦のパン五つと魚二匹しかありませんでした。そこで、イ
エスは弟子たちに「あなた方の手でそのパンを分けてあげなさい」と命じました。

奇跡の背景と内容  

この奇跡は、単に群衆に食事を与えたという出来事以上の意味を持っています。聖書には似たようなエピ
ソードが散りばめられており、多くの人が「あれ？そうだったのか」と気づくような、非常に重要な奇跡で
す。具体的には、群衆が荒野に集まり、食べ物が不足した状況で、イエスがわずかなパンと魚を用いて五千
人を満腹にさせたのです。しかも、食べた後に残ったパンは12かごに及びました。この規模と象徴性から、
奇跡の中でも特に大きいものとされています。

旧約聖書とのつながり：マナとモーセの時代  

この奇跡は、旧約聖書におけるイスラエルの民がエジプトから出て荒野で天から与えられた「マナ」の出来
事を思い出させます。モーセの時代に神様がマナを与えた目的は、申命記8章3節に記されているように、
「人はパンだけで生きるのではなく、神の口から出るすべての言葉によって生きる」ということを教えるた
めでした。興味深いことに、イエス自身が宣教の初めに荒野でサタンから誘惑を受けた際、この申命記の言
葉を引用しています。サタンが「あなたが神の子ならば、この石がパンになるように命じなさい」と誘惑し
たのに対し、イエスは「人はパンだけで生きるのではなく、神の口から出るすべての言葉によって生きる」
と答えました。

五千人にパンを与える奇跡は、食べ物が全くない状況でパンを与えることによって、イエスが神の子である
ことを示すものでした。マナの出来事がモーセの律法を象徴するように、この奇跡もまた、神の力と摂理を
明らかにする出来事だったのです。

預言者エリヤとエリシャとの関連  

さらに、この奇跡は預言者エリヤやエリシャの出来事も連想させます。たとえば、エリヤはツァレファテの
やもめに「粉と油が尽きることはない」と告げ、彼女を養いました。また、アハブとイゼベルに追われてい
たオバデヤが、五十人ずつ洞穴に隠れた人々にパンと水を与えて養った出来事もあります。一方、エリシャ
は大麦のパン20個を100人に与え、食べた後に残りが出るという奇跡を行いました。

五千人に食べ物を与えた奇跡も、過越祭の頃に起こり、大麦のパンが用いられました。そして、残りが12か
ごあったのです。また、マタイ福音書とマルコ福音書には「四千人に食べ物を与えた奇跡」も記されてお
り、その際は残りが7つのかごでした。これらの数字には象徴的な意味があり、「12」はイスラエルを、
「7」は異邦人を表していると考えられます。マナの出来事がモーセの律法を、エリシャの奇跡が預言者を
象徴するように、五千人にパンを与える奇跡は、モーセの律法と預言者の成就を示していると見ることがで
きます。



四つの福音書の特徴と目的  

この奇跡は四つの福音書すべてに書かれているため、それぞれの福音書がどのような特徴や目的を持ってこ
の出来事を描いているのかを探ることができます。

マタイ福音書

マタイ福音書では、イエスが群衆をあわれみ、「牧者のいない羊のようだ」と述べています。群衆を草の上
に座らせ、組に分けて食べさせる場面は、詩篇23篇の「主は我が牧者、その牧者が緑の牧場に伏させる」と
いうイメージを思い出させ、イスラエルの牧者が羊を養う姿を連想させます。また、マタイでは信仰が強調
されており、同じ段落内でカナンの女が「パンくずでもいただければ」と願ってその信仰をイエスに褒めら
れたり、イエスの上着の房に触れれば癒されると信じる信仰が描かれています。しかし、弟子たちは「信仰
の薄い者たち」と戒められる場面もあり、信仰の重要性が際立っています。

マルコ福音書

マルコ福音書もマタイと似ており、イエスが群衆をあわれみ、「牧者のいない羊のようだ」と述べています
が、ここではイエスが悪霊と戦い、人々を救い出す権威ある存在であることが強調されています。たとえ
ば、カナンの女の癒しの奇跡では悪霊が追い出されることが繰り返し描かれ、耳が聞こえない人や目が見え
ない人が癒される話が続きます。これは、「目があっても見えず、耳があっても聞こえない」偶像崇拝から
の解放を表しており、イエスが闇の支配から人々を救い出す権威ある者として、このパンを与える奇跡が描
かれています。

ルカ福音書

ルカ福音書では、この奇跡は比較的短く記述されており、他の出来事と結びつけて表現されています。ヘロ
デがイエスのことを「バプテスマのヨハネが復活したのか、あるいは預言者の一人がよみがえったのかもし
れない」と噂する場面から始まり、五千人にパンを与える奇跡、十字架と復活の預言、イエスの変貌の出来
事が一連の流れとして構成されています。この奇跡は、復活の命、すなわち「死なないいのち」を与えるパ
ンであると解釈でき、ルカは信じる者に復活のいのちが与えられることを強調しています。

ヨハネ福音書

ヨハネ福音書は非常に特徴的で、この奇跡の後にイエスが「私はいのちのパンである」と宣言し、信仰に
よって永遠のいのちが与えられることを詳しく説明します。荒野のマナや聖所に供えられた供えのパンを連
想させ、イエスが大祭司として命を与える者であることを表しています。ヨハネは、イエスが天から下って
きたいのちのパンであり、その聖なる務めを強調しています。

弟子たちの未熟さとその意義  

残念ながら、四つの福音書すべてにおいて、この奇跡の後で弟子たちの未熟さが明らかになります。マタイ
とマルコでは信仰の未熟さが描かれ、ルカでは奇跡や教えを見ても悟ることができず、「誰が一番偉いの
か」と議論する様子が示されます。ヨハネでは、「いのちのパン」の話を聞いて多くの弟子が離れていく場
面が記されています。これは、エジプトから出て荒野でマナが与えられたときに文句を言っていたイスラエ
ルの民と同様に、神の憐れみ深さを悟ることができない姿を反映しています。

弟子たちが多くの奇跡や教えを受けても成長せず、未熟であることが明らかになることで、十字架、復活、
そして御霊が与えられることの必要性が浮き彫りになります。



御霊の降臨と象徴的なつながり  

御霊が与えられたペンテコステの日、目が開かれ耳が開かれた人々は三千人でした。その後、ペテロとヨハ
ネが生まれつき足の不自由な人を癒し、牢に入れられた際にその証を聞いて救われた男たちは五千人でし
た。この「五千人」という数字が、五千人に食べ物を与えた奇跡と重なっており、象徴的な意味を持ってい
ます。物質的なパンだけでなく、永遠のいのちを与える御霊による救いが成就したことを示しているので
す。

結論  

五千人に食べ物を与える奇跡は、四つの福音書に共通する唯一の奇跡であり、イエスが神の子であることを
示すとともに、旧約聖書のマナや預言者エリヤ、エリシャの出来事と結びつき、律法と預言の成就を象徴し
ています。各福音書はそれぞれの視点でこの奇跡を描き、マタイは信仰、マルコは権威、ルカは復活のいの
ち、ヨハネは永遠のいのちを強調しています。しかし、弟子たちの未熟さを通じて、十字架と復活、そして
御霊の降臨による救いの必要性が明らかになり、その後の五千人の救いとつながることで、神の計画の深さ
が示されているのです。
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